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4月 29日、八重山で八重山清掃ボランティアが行
われました。これは、6月14日（日）に行われる八重
山トレイルレースの事務局が主催したもので、約50
名の清掃ボランティアが八重山の登山道に落ちている
空き缶などのゴミを一つひとつ拾っていきました。

●八重山清掃ボランティア
5月6日、秋山温泉で、来館者200万人達成セレモ

ニーが行われました。200万人目の来館者は、神奈川県
にお住まいの利部岳彦さん。利部さんは「これからも秋
山温泉へ遊びにきたい」と話していました。また、江口
市長から利部さん家族に記念品と花束が送られました。　

●秋山温泉200万人達成セレモニー

5月10日、談合坂サービスエリア（下り）で赤十
字キャンペーン2015が行われました。これは、日本
赤十字社山梨県支部が主催したもので、当日は、サー
ビスエリアに立ち寄った約30名の方が、市消防職員
からAEDの操作方法などを学びました。

●赤十字キャンペーン2015
5月8日、もみじホールで、上野原市歴史文化講演会が

行われました。これは、市郷土研究会などが主催したもので、
上野原の発展を支えた水運や上野原城主加藤氏三代の歴史
についての講演が行われました。当日は、約150名もの
方が来場し、上野原市の歴史を学びました。

●上野原市歴史文化講演会

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

秋山地区富岡の棚田
今月号の表紙は、秋山地区富岡の棚田です。毎年、この時期に富岡の棚田を訪れますが、こ

の風景を見ると本当に癒されます。また、稲穂が実る時期も素敵な風景です。みなさんもぜひ、
足を運んでみてください。さて、巻頭ページにも掲載しましたが、5月 17日（日）に市制施行
10周年記念式典が挙行されました。式典のなかで印象深かったことは、小中学生の『未来の上
野原市』などをテーマにした作文の発表でした。都会的な便利さだけがすべてではなく、今あ
る自然や人とのつながり、上野原市に住むみなさんの笑顔が本当に大切なものなのだと語った
発表に、感銘を受けました。10周年の節目を迎え、新たな一歩を踏み出す上野原市。本当に大
切なものとは何かを考えながら、これからも市とともに歩んでいきたいと感じました。（大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 24,930 人 （− 16）
男 ● 12,433 人 （−  4）
女 ● 12,497 人 （− 12）

世帯 ● 10,007 世帯（+ 25）
平成 27 年 5 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.124     24
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制
施
行
10
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

    

が
5
月
17
日
（
日
）、
も
み
じ
ホ
ー

ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
県
内
外
の
自
治
体
や
市

民
な
ど
約
2
5
0
人
が
参
列
。
江
口
英

雄
市
長
が
「
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を
後

世
に
誇
れ
る
歴
史
と
し
て
刻
む
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
上
野
原
市
民

の
力
に
よ
る
も
の
。
こ
れ
か
ら
の
10
年

も
、
ま
た
、
そ
の
先
の
未
来
も
、
上
野

原
市
が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感

で
き
る
心
の
ふ
る
さ
と
と
な
る
よ
う
に
、

今
後
も
鋭
意
努
め
て
い
く
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
自
治
や
福

祉
な
ど
各
分
野
で
市
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
方
を
表
彰
。
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
特
別
功
績
賞
の
奈な

ら
あ
き
ひ
こ

良
明
彦
さ
ん
が

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

10
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
後
は
、
上
野
原
市
観
光
大
使
で

洋
画
家
の
降ふ

る
や
そ
じ
ん

矢
組
人
先
生
、
版
画
家
の

河か
わ
ち
せ
い
こ
う

内
成
幸
先
生
、
そ
し
て
江
口
市
長
に
よ

る
記
念
鼎て

い
だ
ん談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
、『
未
来
の
上
野
原
市
』『
私
の

好
き
な
上
野
原
市
』
を
テ
ー
マ
に
書
い
た

作
文
を
、
上
野
原
小
4
年
の
中な

か
む
ら
ま
ひ
と

村
真
人
さ

ん
、上
野
原
小
6
年
の
武た

け
は
ら
か
な
こ

原
佳
菜
子
さ
ん
、

上
野
原
中
2
年
の
奈な

ら
の
ぞ
み

良
望
さ
ん
、
秋
山
中

3
年
の
落お

ち
あ
い合

美み
ゆ
う友

さ
ん
が
発
表
。
未
来
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
想
い
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【特別功績】　奈良明彦、和田正人、【有功】杉本友栄、山川新平、
横瀨佐勝、舩木光好、梶野松男、上條弘行、和智利光、志村梅造、
山口正文、加藤  広、上野雄大、山本雅人、長田一仁、渡部一雄、
小田  均、遠藤克典、杉本明美、浅井文隆、【功労】田中英明、村
上信行、細川  實、石川康夫、菅野  賢、辺見佳子、石井隆夫、井
上典子、小俣憲子、細田  久、山下  真、曽根有理、山口玲子、雨
宮美恵子、飯島勝巳、水越  栄、【善行】網野啓二

uenohara e-books 検索

QR コード

上野原市制施行10th anniversary　
周年記念式典

市

①式辞を述べる江口市長、②作文を発表し
た中村真人さん（上野原小 4 年）、③武原
佳菜子さん（上野原小 6 年）、④奈良望さ
ん（上野原中 2 年）⑤落合美友さん（秋山
中３年）、⑥謝辞を述べる奈良明彦さん

市制施行10周年記念誌
『上野原時間』

市では、市制施行 10 周年を記念して、記
念誌『上野原時間』を発行しました。
この記念誌は、市役所市民課窓口カウン
ター、企画課、秋山支所、各出張所に用
意してあります。ご希望の方は、ご自由
にお取りください。
※在庫に限りがあります。在庫が無くな
　り次第終了となります。

《uenohara e-books》
ポータルサイト「uenohara e-books」か
ら、市制施行 10 周年記念誌「上野原時
間」の電子書籍を閲覧することができ
ます。詳しくは、市ホームページトッ
プ画面上にある「uenohara e-books」
のバナーからアクセスするか、直接、
検索しアクセスしてください。QR コー
ドからもアクセスできます。

新 た な 歴 史 が 、
刻 ま れ る 。

⑤

④

③

②

①

⑥



5      広報うえのはら　平成 27 年 6 月号　　　　　 広報うえのはら　No.124    4

基本目標　3
男女が自立し、協力し合い、安心して暮らせるまち

男女が自立した社会の推進と
基盤となる生活環境の整備

基本
施策

3

『
第
2
次

 
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
』

　
　
で
は
、
平
成
17
年
に
上

　
　

野
原
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
『
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ

ン
』
を
作
成
し
、
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、『
上
野
原
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
』

で
は
、
こ
の
10
年
間
の
計
画
推

進
期
間
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う

な
計
画
が
推
進
さ
れ
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
残
っ
た
か
を
審
議

し
、
そ
の
審
議
内
容
を
反
映
さ

せ
た
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
の
作
成

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
27
年
4
月
に

『
第
2
次
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ

ラ
ン
』
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
基
本
理
念
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ス
マ
イ
ル
プ
ラ

ン
の
概
要
版
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
は
、
男
女
が
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
第
2

次
上
野
原
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

あなたも主役　◆ 一人ひとりが活き活き輝くまち ◆基本
理念
基本目標　1
平等の意識をもち、男女の人権を尊重するまち

男女差に対する固定概念の
改革および DV、ハラスメ
ント防止の推進

施策展開
・職場、家庭、地域などにおける固定的な男女観の見直し
・全世代を対象とした男女共同参画の理解促進
・DV、パワハラ、セクハラを含む人権が侵害された場合
　の被害者の救済体制および相談体制

基本
施策

1

基本目標　2
男女がゆとりと思いやりをもって暮らせるまち

ワーク・ライフ・バランス
および働く場での男女共同
参画の推進

施策展開
・仕事と生活の調和に関する意識啓発の推進
・出産、育児や家族の介護を行う労働者が働き続けること
   ができる体制の整備

基本
施策

2

嫌がらせを受けたことがある？どんなこと？
気づかぬうちに嫌がらせしているかも？！

嫌がらせを　受けたことがある ・・・・・・・・  3.4％
　　　　　　したことがある  ・・・・・・・・・ 1.1％
　　　　　　見たり聞いたりしたことがある・・11.3％
内容　　　　・性的な冗談やからかい
　　　　　　・女性だけに清掃やお茶くみをさせたり、
　　　　　　　男性だけに力仕事をさせたりする
　　　　　　・『男のくせに根性がない』『女には仕事を
　　　　　　　任せられない』などの発言
　　　　　　・食事やデートへのしつこい誘い

男女共同参画社会を実現するためにはどうすれば？
介護の在宅サービス、職場環境、子どもたちへの教育

☆高齢者や病人の在宅サービスや施設の充実を図る。
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41.1％
☆男女が積極的に育児休業や介護休業をとれるように企

業などに働きかける。・・・・・・・・・・・  37.6％
☆子どもたちが社会教育を通じて男女共同参画について

体験・学ぶ機会を増やす。・・・・・・・・・33.7％
など

0 5 10 15 20 25 30 35 40

39.7
0.8

38.7
0.8

1.3
33.9

8.2
9.2

単位：％

責任ある仕事

賃金・給料・昇給

待遇・登用

有給休暇の取得

男性有利 女性有利

職場や仕事で男女の不平等を感じている？
責任ある仕事や賃金・昇級は男性有利 ?!

男女共同参画アンケートより（抜粋）

ワーク・ライフ・バランス
仕事と生活の調和。一人ひとりが、やりがいや充実感を感じな

がら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活など
においても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて
多様な生き方が選択・実現できること。

DV（ドメスティック・バイオレンス）
配偶者、恋人などの間における身体的、心理的、性的、経済的

などの暴力的行為。

上野原市男女共同参画推進委員会
問い合わせ　総務課行政防災担当

（☎ 62-3117）

出
来
上
が
り
ま
し
た

上野原市男女共同参画推進委員会で
は、『上野原スマイルプラン』の計画
を進めるために、さまざまな取り組
みを行っています。

6 月は男女共同参画推進月間です。

市

施策展開
・政策、方針決定過程への女性の参画拡大
・子育て環境および高齢者への介護支援の整備、充実
・高齢男女の社会参画の推進

用語解説（抜粋）
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

対象児童 1 人につき

6,000 円
臨時福祉給付金が支給されます
7 月 1 日から申請開始

児
童
手
当
「
現
況
届
」

　
　
　
　
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

児
童
手
当
「
現
況
届
」
の
提
出

現
在
、
児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
は
、
6
月
30
日（
火
）ま
で
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」は
、
6
月
1
日
に
お
け
る

状
況
を
記
載
し
、
6
月
分
以
降
の
児
童

手
当
な
ど
を
引
き
続
き
受
け
る
資
格
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
大
切
な
書
類
で
す
。

「
現
況
届
」を
提
出
し
な
い
と
、引
き

続
き
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、6

月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
現
況
届
」は
、
現
在
手
当
を
受
給

し
て
い
る
家
庭
に
6
月
期
の
支
払
通

知
書
と
一
緒
に
郵
送
し
ま
す
。

※
5
月
31
日
ま
で
に
受
給
資
格
を
喪
失

し
た
方
や
、
5
月
中
に
認
定
請
求
を

し
、
6
月
か
ら
支
給
開
始
と
な
る
方

は「
現
況
届
」の
提
出
は
、不
要
で
す
。

注
意
事
項

・
平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に
上
野
原

市
に
転
入
し
た
方（
受
給
者
お
よ
び

配
偶
者
）
は
、
前
住
所
地（
1
月
1

日
居
住
地
）の
市
区
町
村
長
発
行
の

平
成
27
年
度
（
平
成
26
年
中
）
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※
配
偶
者
が
受
給
者
の
税
法
上
の
控
除

対
象
配
偶
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
配
偶
者
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
は
不
要
で
す
。

・
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方（
受

給
者
）は
、「
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
写
し
」ま
た
は「
年
金
加
入
証
明
書
」

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て

い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す

出
生
や
転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受

給
資
格
が
生
じ
た
場
合
は
、「
認
定
請

求
」や「
額
改
定
認
定
請
求
」な
ど
の
申

請
（
公
務
員
の
場
合
は
勤
務
先
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
が
遅
れ

る
と
遅
れ
た
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
者　
15
歳
到
達
後
の
最
初

の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育
し

て
い
る
方

●
支
給
額
（
月
額
）

・
3
歳
未
満　
1
万
5
千
円（
一
律
）

・
3
歳
以
上
小
学
校
修
了
前　
第
１
子
・

第
2
子
は
1
万
円
、
第
3
子
以
降
は

1
万
5
千
円

・
中
学
生　
1
万
円（
一
律
）

●
支
払
時
期　
原
則　
毎
年
2
月
、
6

月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
必
要
書
類　
申
請
者
の「
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
写
し
」ま
た
は「
年
金

加
入
証
明
書
」、「
所
得
証
明
書
」な
ど

●
所
得
制
限　
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
あ
る
場
合
は
、
児
童
1
人
に
つ

き
月
額
5
千
円（
一
律
）

※
下
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育
て
支
援

担
当（
☎
62

−

３
1
1
5
）

提
出
期
限
　

6
月
30
日（
火
）

■ 平成 27 年度所得制限限度額

扶養親族などの数 所得制限限度額

0 人 622 万円

1 人 660 万円

2 人 698 万円

3 人 736 万円

4 人 774 万円

5 人 812 万円

注 1.  所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親
族がある者についての限度額（所得額ベース）は、左記の額に
当該老人控除対象配偶者または老人扶養親族 1 人につき 6 万円
を加算した額

注２．扶養親族等の数が 6 人以上の場合の限度額（所得額ベース）
は、５人を超えた１人につき３８万円（扶養親族などが老人控
除対象配偶者または老人扶養親族であるときは４４万円）を加
算した額

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

〈
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
〉

　
　

低
所
得
者
に
対
し
、
消
費
税
率
引
上

げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
暫

定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
支
給
す

る
も
の
で
す
。

●
支
給
対
象
者　
１
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
平
成
27
年
度
市
・

県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

※
平
成
27
年
度
市
・
県
民
税
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
な
ど
や
生

活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被
保

護
者
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

●
給
付
額　
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

６
千
円

●
申
請
書　
平
成
27
年
度
市
・
県
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
旨
の
通
知（
非

課
税
通
知
書
）と
と
も
に
送
付
予
定

●
申
請
期
間　
７
月
１
日（
水
）～
10

月
2
日（
金
）
３
か
月
間　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
、日
、

祝
日
除
く
）

●
申
請
方
法　
市
役
所
企
画
課
政
策
推

進
担
当（
郵
送
可
）、
秋
山
支
所
、
各

出
張
所
へ
直
接
提
出

●
支
給
方
法　
口
座
振
込

●
支
給
時
期　
10
月
中
旬
予
定

●
問
い
合
わ
せ　
企
画
課
政
策
推
進
担

当
（
☎
62

−

３
1
1
8
）

対象児童 1 人につき

3,000 円

〈
子
育
て
世
帯

　
　
　
臨
時
特
例
給
付
金
と
は
〉

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
な
ど
を
踏

ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
臨
時

特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
支
給
す
る

も
の
で
す
。
特
に
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
に
対
し
、
手
厚
い
措
置
を
講
ず
る
な

ど
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
に
つ
い
て
は

臨
時
福
祉
給
付
金
対
象
世
帯
も
含
め
て

支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象
者　
５
月
31
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年

６
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付
含

む
）
の
受
給
者

※
た
だ
し
、
平
成
26
年
の
所
得
が
児
童

手
当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な
い
者

●
対
象
児
童　
支
給
対
象
者
の
平
成
27

年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
対
象
児
童

●
給
付
額　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き

3
千
円

　●
申
請
書　
児
童
手
当
受
給
者
へ
「
児

童
手
当
現
況
届
」と
と
も
に
送
付
予
定

※
公
務
員
の
方
は
、
所
属
庁
で
申
請
書
が

配
布
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
市
か
ら
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
所
属
庁
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　
６
月
８
日（
月
）
～
９

月
９
日（
水
）　
３
か
月
間　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
、日
、

祝
日
除
く
）

●
申
請
方
法　
市
役
所
福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
郵
送
可
）、
秋
山
支
所
、

各
出
張
所
へ
直
接
提
出

●
支
給
方
法　
口
座
振
込

●
支
給
時
期　
10
月
中
旬
予
定

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
子
育
て
支
援

担
当
（
☎
62

−

３
1
1
5
）
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7
月
1
日
か
ら

販
売
開
始
で
す

市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

市では、感染症法（感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律）により、65 歳以上の市民の方（平
成 27 年度中に 65 歳に達する方を含む）を対象に、巡回検診（レントゲン撮影）を実施します。

　 対象者
　昭和 26 年 4 月 1 日以前に生まれた方で、市内に住

民登録のある方
　対象とならない方
①会社や施設などで、レントゲン検診を受けている方
②現在、結核で治療中の方およびその家族
　撮影時の注意事項
①ネックレス、コルセット、磁気治療器などは身につ

けないでください。
②簡単に着替えができる服装で受診してください。
③貴重品は持参しないでください。
　その他
　検診結果については、異常が認められた方、経過観

察が必要な方のみに連絡します（1 〜 2 か月後）。
　持ち物は特にありません。
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎ 62-4134）

平成27年度　結核定期住民検診

■日程表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
実施日 受付時間 検診会場 実施日 受付時間 検診会場

6　　
月　　
15　
日

（月）

午 前　9 時 45 分 〜 55 分 初戸（長田助成宅前）
16　
日

（火）

午 後　2 時 30 分 〜 40 分 甲東ふれあい広場（旧甲東小校庭）
午 前 10 時 05 分 〜 15 分 藤尾（蔵春院前） 午 後　2 時 45 分 〜 55 分 中不老消防庫前
午 前 10 時 20 分 〜 30 分 田和（橋本土建前） 午 後　3 時 05 分 〜 15 分 棚頭（中村一匡宅前）
午 前 10 時 35 分 〜 45 分 原区民会館前 午 後　3 時 25 分 〜 35 分 野田尻（落合商店前）
午前 10 時 50 分〜 11 時 00 分 飯尾（桑原利行宅前）

6　　
月　　
18　
日

（木）

午 前　9 時 20 分 〜 30 分 JA クレイン巌支店前
午 前 11 時 05 分 〜 15 分 市役所西原出張所前 午 前　9 時 40 分 〜 50 分 公正屋コモアプラザ店駐車場
午 前 11 時 25 分 〜 35 分 日寄橋（バス転回所） 午 前 10 時 00 分 〜 10 分 JR 四方津駅前
午 前 11 時 40 分 〜 50 分 大垣外（第七部消防庫前） 午 前 10 時 20 分 〜 30 分 川合（久島章司宅前）
午 後　1 時 00 分 〜 10 分 ふるさと長寿館前 午 前 10 時 45 分 〜 55 分 市役所大目出張所前
午 後　1 時 20 分 〜 30 分 旧棡原小学校校庭 午 前 11 時 00 分 〜 40 分 西大野（泉ホーム庭）
午 後　1 時 35 分 〜 45 分 旧日原バス停前 午 前 11 時 50 分 〜 正 午 荻野（志村延勝宅前）
午 後 1 時 50 分 〜 2 時 00 分 小伏（八幡神社下） 午 後　1 時 00 分 〜 10 分 大椚（中村幸記宅前）
午 後　2 時 05 分 〜 15 分 黒田（長田茂宅前） 午 後　1 時 15 分 〜 25 分 日野（市川正末宅横）
午 後　2 時 20 分 〜 30 分 井戸バス停前 午 後 1 時 35 分 〜 2 時 25 分 大鶴楽生園
午 後　2 時 35 分 〜 45 分 先祖・丸畑（山本季男宅前）

6　　
月　　
19　
日

（金）

午 前　9 時 20 分 〜 30 分 無生野（藤本重則宅前）
午 後 2 時 55 分 〜 3 時 05 分 市役所センタープラザ 午 前　9 時 35 分 〜 45 分 浜沢（浜松屋商店前）

6　　
月　　
16　
日

（火）

午 前　9 時 00 分 〜 10 分 山風呂（光電製作所前庭） 午前 9 時 50 分〜 10 時 00 分 原（原バス停付近）
午 前　9 時 15 分 〜 25 分 向風（正八幡宮前） 午 前 10 時 05 分 〜 15 分 尾崎（尾崎中旅館前）
午 前　9 時 35 分 〜 45 分 三生会病院前 午 前 10 時 20 分 〜 30 分 寺下（寺下バス停付近）
午前 9 時 50 分〜 10 時 00 分 塚場（諸角正成宅前） 午 前 10 時 35 分 〜 45 分 板崎（菊屋商店前）
午 前 10 時 05 分 〜 15 分 諏訪（片伊木卓男宅前） 午前 10 時 50 分〜 11 時 00 分 大地（大地バス停付近）
午 前 10 時 25 分 〜 35 分 新二（小佐野駐車場） 午 前 11 時 05 分 〜 15 分 栗谷（栗谷バス停付近）
午 前 10 時 45 分 〜 55 分 新田水防会館前 午 前 11 時 20 分 〜 30 分 市役所秋山支所駐車場
午 前 11 時 00 分 〜 10 分 鶴島南区（上条商店跡横広場） 午 後　0 時 30 分 〜 40 分 神野（神野バス停付近）
午 前 11 時 20 分 〜 30 分 八ツ沢老人福祉センター前 午 後　0 時 45 分 〜 55 分 小和田（小和田バス停付近）
午 前 11 時 40 分 〜 55 分 市役所センタープラザ 午 後　1 時 00 分 〜 20 分 市秋山老人福祉センター
午 後　1 時 00 分 〜 10 分 鶴川（加藤照正宅前） 午 後　1 時 25 分 〜 35 分 古福志（古福志バス停付近）
午 後　1 時 15 分 〜 25 分 八米（龍泉寺駐車場） 午 後　1 時 40 分 〜 50 分 桜井（小俣静工業前）
午 後　1 時 30 分 〜 40 分 旧大鶴小学校校庭 午後 1 時 55 分〜 2 時 05 分 富岡（三好屋商店横）
午 後 1 時 50 分 〜 2 時 00 分 大倉（中村泰典宅前） 午 後　2 時 15 分 〜 25 分 安寺沢（加藤律子宅前）
午 後　2 時 10 分 〜 20 分 芦垣公民館前

※交通の状況等による多少の遅れは、ご容赦いただきますようよろしくお願いします。

閲覧方法

『uenohara e-books』をご利用ください
市が発行する印刷物を電子書籍化して集めたサイト

市
で
は
、
市
が
発
行
す
る
印

刷
物
（
広
報
う
え
の
は
ら
な

ど
）
を
電
子
書
籍
化
し
て
集

め
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

『uenohara e-books

』

の
運
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

便
利
な
機
能
が
揃
う
こ
の
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
電

子
書
籍
化
さ
れ
た
広
報
う
え

の
は
ら
な
ど
を
閲
覧
し
ま
し

ょ
う
。

SPBOOK                         ■ 新規会員登録　■ マイページ　■ カート 

市ホームページトップ画面右側（イ
ベントカレンダー下）にある

『uenohara e-books』のバナーをク
リックして、②、③とお進みくださ
い。 ① 

② 

③ 

市
制
施
行
10
周
年
記
念

上
野
原
市
振
興
券

市
商
工
会
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
上
野
原
市
振
興
券
を
発
行
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
地
域
の
消
費
喚
起
と
生
活
支
援
に
直
接
効
果
が
あ

る
生
活
支
援
策
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

●
販
売
開
始
日　
7
月
1
日（
水
）

※
完
売
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
発
行
予
定
枚
数
・
販
売
額

《
一
般
世
帯
向
け
》

・

総
販
売
数
　

1
6
5
0
0
セ
ッ
ト

・
額
面　
5
0
0
円

・
販
売
単
位　
1
セ
ッ
ト（
24
枚
）

・
販
売
金
額　
1
万
円（
1
万
2
千

円
分
）

※
一
世
帯
5
セ
ッ
ト
ま
で

《
子
育
て
世
帯
向
け

（
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）》

・
総
販
売
数
　

5
5
0
0
セ
ッ
ト

・
額
面　
5
0
0
円

・
販
売
単
位　
1
セ
ッ
ト（
24
枚
）

・
販
売
金
額　
9
千
円
（
1
万
2
千

円
分
）

※
一
世
帯
3
セ
ッ
ト
ま
で
（
一
般
世

帯
向
け
2
セ
ッ
ト
追
加
可
能
）

●
有
効
期
限　
7
月
1
日（
水
）
～

12
月
31
日（
木
）（
6
か
月
間
）

●
販
売
場
所　
市
商
工
会
、
市
役
所

経
済
課
、
秋
山
支
所
、
各
出
張
所

※
『
プ
レ
ミ
ア
ム
付
振
興
券
』
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
店
舗
は
、

市
商
工
会
員
の
本
事
業
参
加
登
録

事
業
所
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
市
商
工
会
事
務
局

（
☎
63

−

0
6
3
8
）、
経
済
課
商

工
観
光
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

上野原市振興券
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東
京
都
か
ら
来
ま
し
た
。
経
済
課

農
村
地
域
づ
く
り
担
当
と
し
て
、

キ
ヌ
ア
と
い
う
雑
穀
の
特
産
化
を

中
心
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

出
身
は
新
潟
県
で
、
所
属
は
、
経
済

課
商
工
観
光
担
当
で
す
。
新
た
な
観

光
を
創
造
で
き
る
よ
う
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

出
身
は
東
京
都
で
、
経
済
課
農

林
整
備
担
当
に
配
属
と
な
っ
た

松
本
で
す
。
上
野
原
の
自
然
を

生
か
せ
る
地
域
お
こ
し
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
）に
つ
い
て
の
疑
問

に
答
え
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
教
え
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

シ
リ
ー
ズ
《
第
3
回
》

Q  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
い
つ

わ
か
る
の
？ 

A　

平
成
27
年
10
月
以
降
に
、

国
民
一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
入
さ
れ
た
『
通

知
カ
ー
ド
』
が
簡
易
書
留
で

届
き
ま
す
。

　
　
通
知
カ
ー
ド
は
、
紙
製
の

カ
ー
ド
を
予
定
し
て
お
り
、

券
面
に
氏
名
な
ど
の
4
項
目

の
情
報
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

記
載
さ
れ
た
も
の
に
な
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　
企
画
課
政
策
推

進
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
8
）

平成 27 年度上野原市障害者就労施設等からの物品等の
調達方針および平成 26 年度調達実績の公表

平
成
27
年
度
調
達
方
針

■
趣
旨
　
市
が
障
害
者
就
労
施
設
な
ど
か
ら

の
物
品
お
よ
び
役
務
の
調
達
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
事
項

を
定
め
る
も
の
。

■
適
用
範
囲　
市
の
す
べ
て
の
組
織
に
お
け

る
物
品
な
ど
の
調
達
に
適
用
す
る
。

■
対
象
施
設　

・「
障
害
者
基
本
法
」お
よ
び「
障
害
者
の
日

常
生
活
お
よ
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
」に
定
め
る
施
設

・「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
な
ど
に
関
す
る
法

律
」
お
よ
び
施
行
令
に
定
め
る
障
害
者
を

多
数
雇
用
し
て
い
る
企
業

・「
障
害
者
雇
用
促
進
法
」に
基
づ
く
在
宅
就

業
障
害
者
な
ど

■
調
達
品
目
　

・
物
品
（
事
務
用
品
、
食
料
品
、
小
物
雑
貨
、

そ
の
他
の
物
品
）

・ 

役
務（
印
刷
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
清
掃
・

施
設
管
理
、
情
報
処
理
、
そ
の
他
の
役
務
）

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当

（
☎
62

−

3
1
1
5
）

「障害者優先調達推進法」では、地方公共団体は、毎年度、障害者就労施設などからの物品などの調達
方針を作成し、当該年度の終了後、物品などの調達実績を取りまとめ、公表することとされています。
市では、次のとおり、平成 27 年度の調達方針と平成 26 年度の調達実績を公表します。

■平成 26 年度 物品等の調達実績
調達内容 調達額（円）

食 料 品・ 飲 料 ー
小 物 雑 貨 ー
そ の 他 物 品 12,000

小計（1） 12,000

役
務

印 刷 製 本 980,000
清掃・施設管理 3,280,860
情 報 処 理 ー
その他の役務 ー

小計（2） 4,260,860

合計（1）＋（2） 4,272,860

個人番号　○○・・・○○○

生年月日　○○・・・○○○
性別　男
氏名　上野太郎
住所　山梨県上野原市上野原 3832

通知カードは、全ての方に送られますが、顔写真が入ってい
ないため、本人確認の際には、別途顔写真が入った証明書な
どが必要になります。このため、身分証明書として使える『個
人番号カード』を取得すると便利です。
個人番号カードは、申請により取得することができます。
詳しくは、広報７月号の『シリーズ第４回 ちょっと教えて
マイナンバー』でお知らせします。

通知カードイメージ

地域おこし協力隊とは？
著しい人口減少・高齢化の進行にともない、さまざまな課題を抱える集落を支援するため、

地方自治体が都市部の意欲ある人材を受け入れ、集落機能の維持・強化を図る取り組みです。
平成 21 年度から総務省の事業として実施され、平成 26 年度時点の隊員数は、全国 444
の自治体で、1,511 名を数えます。活動期間は、概ね 1 年以上 3 年以下で、その間、総務
省の財政支援として、隊員 1 名につき 400 万円の特別交付税が交付されます。

市では、4 月 1 日から、3 名の地域おこし協力隊を委嘱し、市民のみなさんとともに、
地域の活性化に取り組んでいきます。
●問い合わせ　経済課農村地域づくり担当（☎ 62-3119）

戸
とざわたかひろ

澤高広
（東京都杉並区出身）

戸
とざわたかひろ

澤高広
（東京都杉並区出身）

松
まつもとゆうき

本祐樹
（東京都葛飾区出身）

松
まつもとゆうき

本祐樹
（東京都葛飾区出身）

吉
よしはらりゅうき

原隆貴
（新潟県新潟市出身）

吉
よしはらりゅうき

原隆貴
（新潟県新潟市出身）

はじめまして !!   
地域おこし協力隊です

私た
ちが

平成 27 年 10 月〜　
住民票の住所地に通知カード送付

平成 28 年 1 月〜　
マイナンバー利用開始
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らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

《
要
望
・
苦
情
》　

　
　
前
年
度
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の
利
用

時
間
は
、午
前
9
時
～
午
後
3
時
で
、

お
昼
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
午
前
9
時
～
午
後

0
時
30
分
に
変
更
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

《
回
答
》　

　
　
今
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
あ
る
施
設
は
、
巌
保
育
所
か
ら

巌
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
定
員
も
90

名
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
園
児
た
ち

の
生
活
時
間
帯
な
ど
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
プ

レ
イ
ル
ー
ム
の
利
用
時
間
を
午
前
9

時
～
午
後
0
時
30
分
と
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
ご

利
用
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
今
後
は
、
現
在
設
定
し
て
い
る
プ

レ
イ
ル
ー
ム
の
利
用
時
間
（
午
前
9

時
～
午
後
0
時
30
分
）の
内
、
午
前

11
時
30
分
～
午
後
0
時
の
間
を
お
昼

が
食
べ
ら
れ
る
時
間
と
し
て
、
午
後

2
時
30
分
～
4
時
の
時
間
帯
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

『
愛
着
と
誇
り
の
醸
成
』

市
は
、
都
心
か
ら
1
時
間
と
い

う
立
地
に
あ
り
な
が
ら
、
自
然
豊

か
な
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

市
内
に
は
、
八
重
山
や
坪
山
な

ど
気
軽
に
登
れ
る
山
が
あ
り
、
登

山
道
に
は
、市
の
花
「
リ
ン
ド
ウ
」

や
貴
重
な
高
山
植
物
「
イ
ワ
カ
ガ

ミ
」、「
ヒ
カ
ゲ
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
の

花
が
咲
き
ま
す
。
週
末
に
は
、
多

く
の
登
山
客
が
山
を
登
り
に
上
野

原
市
を
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年

の
春
に
実
施
し
た
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
『
要
害
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
』

で
は
、
定
員
1
0
0
名
の
募
集
に

対
し
て
、
申
込
み
受
付
開
始
か
ら

2
時
間
で
定
員
に
な
る
ほ
ど
の
人

気
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
に
は
、
市
外

に
住
む
方
か
ら
見
る
と
、
と
て
も

魅
力
的
な
地
域
資
源
が
あ
り
ま

す
。
私
は
、
こ
の
地
域
資
源
を
積

極
的
に
活
用
し
、
一
歩
も
二
歩
も

先
を
見
通
し
た
取
り
組
み
を
仕
掛

け
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
前
に
、
大
切
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
市
内
に
住
む
私

た
ち
が
、
地
域
の
魅
力
を
知
り
、

愛
着
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
資
源
の
価

値
は
何
倍
に
も
膨
ら
む
は
ず
で

す
。私

は
、
観
光
振
興
と
あ
わ
せ
て

地
域
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
醸
成
で

き
る
よ
う
な
、
ソ
フ
ト
面
で
の
取

り
組
み
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

ちょっと

No.63

〜　上野原市のまちづくりについて話し合う　〜

よっちゃれ市民座談会 in棡原  

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　6 月 25 日（木）午前 9 時〜 11 時
※毎月 1 回、2 時間を目安に開催しています。
■ 方法　1 人または 1 組（5 人程度）を対象として、対話

時間はおおむね 20 分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

市民のみなさんと市長との

市
で
は
、『
よ
っ
ち
ゃ
れ
市
民
座

談
会
』
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

月
に
1
～
2
回
程
度
、
市
内
の
各
地

区
に
市
長
が
伺
い
、
そ
の
地
区
に
住

む
み
な
さ
ん
と
、
こ
れ
か
ら
の
市
の

発
展
や
新
し
い
ま
ち
を
創
造
し
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
か
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
う
も
の
で
す
。

参
加
は
、
そ
の
開
催
地
区
に
住
む

方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

第
2
回
目
の
開
催
地
区
は
、
棡
原

地
区
で
す
。

な
お
、
7
月
以
降
の
開
催
地
区
、

日
時
な
ど
は
、
広
報
う
え
の
は
ら
7

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ る 日 の 市 長 江口市長のある日の一日を紹介します。

上野原市制施行 10 周年記念式典『記念鼎
ていだん

談』

上野原市制施行 10 周年記念式典

記念鼎
て い だ ん

談（降矢組人・河内成幸・江口市長）を

実施しました　　　　　　5/17（日）

この日、もみじホールで、上野原市観光大使で洋画家の降
矢組人先生と、版画家の河内成幸先生、江口市長の三者で『記
念鼎

ていだん
談』が行われました。これは、上野原市制施行 10 周年

を記念して行われたもので、『これからの上野原市』をテーマ
に、市の魅力や可能性、また、これからの上野原市に何が求
められるかなどを話し合いました。

日時  6 月 20 日（土）

　　午後 7 時〜
場所  ふるさと長寿館

対象地区　棡原地区

写真左から）
江口市長、降矢組人先生、河内成幸先生

●問い合わせ　企画課政策推進担当

                    （☎ 62-3118）

駅からハイキング『要害山トレッキング』
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保健だより
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№33

うえのはら健康家族
Healthy Life

★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時	 6 月 8日（月）予約制
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎

上 野 原 市 立 病 院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

クアハウス石和（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★歯周疾患検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28年 4

月 1 日までに 40歳・45歳・50歳・
55歳・60歳・65歳・70歳になる方

※40歳と45歳になる方は無料で受けられます。
◎検 診 料	 800 円
◎医療機関	 県歯科医師会加盟の歯科医院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★乳幼児健診

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・骨塩定量検査
◎検 診 日	 6月16日（火）、7月21日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり平成 28 年 4

月 1日までに 20歳以上になる女性
◎検 診 料	 上野原市立病院		600 円、
　　　　　　	その他の病院		1,500 円
◎内 容	 子宮頸がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
	 大 月 市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　	　クリニック
	 都 留 市：磯部医院、都留市立病院
◎ 申 込 み　保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

歯周疾患検診を受けましょう
歯を失う原因の一つは、歯周病です。日本人の 7

割が歯肉になんらかの異常があります。また、働き
盛りの中高年では、8 割の方が歯周病であるといわ
れています。

歯周病は、歯の周囲の汚れ（プラーク）の中に含
まれる細菌の毒素で歯肉に炎症がおき、歯を支える
骨が溶けていく病気です。下のような症状があった
場合は、歯周病の可能性があります。

今月のテーマ

『 歯の健康 』
6 月 4 日（木）〜 10 日（水）は山梨県の『歯と口の
健康週間』です。そこで今月は、この『歯周疾患』に
ついてお伝えします。

歯を大切にしましょう

上
野
原
市
立
病
院
の
M
R
I

脳ドックのご案内（上野原市立病院）
■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部 MRI・MRA
■ 検診料金　32,400 円（税込）
※オプション料金は、頸動脈超音波検査 5,940 円（税

込）で、検診料金に加算されます。
■ 実施日時　6 月 27 日（土）、7 月 25 日（土）午後
■ 定員　4 名

■ 申込方法　電話または直接窓口へお越しください。
※電話の場合は、平日の午後 1 時〜 4 時の間でお願

いします。
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎ 62-5121）

実施日 該当児

4か月児
6月4日（木） H27 年 1月 1 日〜 31 日生
7月3日（金） H27 年 2月 1 日〜 28 日生

9 か月児
6月4日（木） H26 年 8 月 1 日〜 31 日生
7月3日（金） H26 年 9月 1 日〜 30 日生

1歳
6か月児 7月7日（火） H25 年 11 月 1 日

　　　　　〜 12 月 31 日生

2	 歳	 児 6月29 日（月） H25 年 4 月 16 日
　　　　　　〜6 月 15 日生

3	 歳	 児 6月10日（水） H24 年 4 月 16 日
　　　　　　〜5 月 31 日生

また、① 45 歳以上の方、②喫煙者、③妊娠中、
④糖尿病にかかっている方、⑤歯磨きの仕方が悪い
方は、歯周病にかかりやすいといわれています。歯
周病を予防したり、コントロールすることは、単に
歯や口の健康を守るのみならず、全身の健康も守る
ことにつながります。定期的に歯周疾患検診を受診
し、自分の歯で毎日を健康に過ごしましょう。

なお、市では、上野原歯科医師会と合同で『歯の
無料相談会』を実施します。申し込みは不要です。歯
の健康に不安を感じる方は、ぜひ参加してください。《歯周病の可能性がある症状》

●朝起きたとき、口の中がネバネバする。
●硬いものが噛みにくい。
●歯肉がときどき腫れる。
●歯がグラグラする。
●歯磨きのとき出血する。　　　　　　　など

歯の無料相談会
【日時】   6 月 7 日（日）午前 10 時〜正午
【場所】　もみじホール
【費用】　無料
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日
の
「
青
少
年
の
非
行
・
被
害

防
止
全
国
強
調
月
間
」
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　　
社
会
教
育
課

社
会
教
育
担
当
（
☎
62

−

3
4
0
9
）

市
が
管
理
す
る
公
園
で
は
、
小

型
無
人
機
『
ド
ロ
ー
ン
』
を
含
む

ラ
ジ
コ
ン
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
安
全
に
公
園
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
道
路
河

川
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
3
）

●
日
時　
8
月
8
日（
土
）午
前
7

時
45
分
集
合
出
発

●
集
合
解
散
場
所　
市
役
所
庁
舎

前
駐
車
場

●
見
学
先　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ

ー
●
対
象
者　
市
内
在
住
の
母
子
父

子
家
庭
、
寡
婦

●
定
員　
60
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
日
時　
7
月
10
日（
金
）午
後
1

時
30
分
～
4
時
30
分

●
場
所　
市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
相
談
内
容　

①
消
費
生
活
関
連
（
架
空
請
求
、

訪
問
販
売
等
の
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
、多
重
債
務
な
ど
）

②
市
民
生
活
関
連
（
土
地
住
宅
、

相
続
な
ど
）

※
相
談
は
一
人
30
分
で
、
相
談
内

容
①
②
と
も
に
各
3
人
の
相
談

●
日
時　
10
月
22
日（
木
）～
23
日

（
金
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

※
受
付
開
始 

午
前
8
時
30
分
～

●
場
所　
大
月
市
民
会
館
3
階「
講

堂
」（
大
月
市
御
太
刀
2

−

11

−

22
）

●
申
込
方
法　
受
講
申
請
書
を
直

接
、
市
消
防
本
部
消
防
総
務
課
予

防
担
当
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
請
書
は
、
市
消
防
本
部

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
間　

7
月
6
日（
月
）

～
8
月
21
日（
金
）（
土
・
日
・

祝
日
除
く
）
午
前
9
時
～
午
後

4
時
30
分

●
定
員　
1
0
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
受
講
料　
4
千
円

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
消
防

総
務
課
予
防
担
当（
☎
62

−

4
6
7
1
）

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
6
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
6
月
10
日（
水
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　
6
月
27
日（
土
）
　

午
前

9
時
～
正
午

●
場
所　
消
防
本
部
新
庁
舎
2
階

会
議
室
（
松
留
5
1
4

−

8
）

●
内
容　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使

用
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
定
員　
30
名

●
受
講
資
格　
市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限　
6
月
19
日（
金
）

●
費
用　
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎

62

−

4
1
1
2
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

を
受
け
付
け
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
で
す
の
で
、相
談
事
項
を
よ

く
整
理
し
、関
係
書
類
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
予
約
期
間　

6
月
25
日（
木
）

～
7
月
8
日（
水
）先
着
順

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ　
生
活
環

境
課
生
活
環
境
担
当（
☎
62

−

3
1
1
4
）

テ
ー
マ
『
青
少
年
の
健
や
か
な

　
　
　
　
　
成
長
を
目
指
し
て
』

●
日
時　
7
月
11
日（
土
）午
後
1

時
30
分
～

※
受
付
は
、 

午
後
1
時
か
ら
行
い

ま
す
。

●
場
所　
も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容
　

・
社
会
へ
の
提
言
（
中
学
生
、
高

校
生
）

・
青
少
年
育
成
功
労
団
体
・
個
人

の
表
彰

・
記
念
講
演
「
絆
～
ど
ん
底
の
中

で
見
つ
け
た
ヒ
カ
リ
」（
講
師　

魂
の
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト  

杉
山

裕
太
郎
さ
ん
）

※
こ
の
事
業
は
、
7
月
1
日
～
31

《
第
1
回
狩
猟
免
許
試
験
》

●
日
時　
8
月
8
日（
土
）、
9
日

（
日
）

《
第
2
回
狩
猟
免
許
試
験
》

●
日
時　

平
成
28
年
1
月
21
日

（
木
）

※
試
験
会
場
は
、
第
1
回
、
第
2

回
と
も
に
県
立
青
少
年
セ
ン
タ

ー
内
リ
バ
ー
ス
和
戸
館
で
行
い

ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
み
ど
り
自
然
課

自
然
保
護
担
当
（
☎
0
5
5

−
2
2
3

−

1
5
2
0
）

『
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与

講
習
会
』
の
参
加
者
募
集

市
管
理
公
園
内
で
の

ラ
ジ
コ
ン
使
用
を
禁
止
し
ま
す

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

講習会の様子

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

第
11
回
『
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
市
民
大
会
』
開
催

●
参
加
費　
大
人
5
千
円
、
高

校
生
以
下
4
千
円

●
申
込
方
法
　
電
話
で
市
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
込
期
間　

6
月
8
日（
月
）

～
30
日
（
火
）（
土
日
は
除
く
）

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み・問
い
合
わ
せ　　
市
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
63

−

0
0
0
2
）

●
日
時　
6
月
14
日（
日
）
午
後

1
時
30
分
～

●
場
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

（
甲
府
市
青
沼
3

−

5

−

44
）

●
内
容　
基
調
講
演
『
待
っ
た
な

し
の
地
方
！
や
ま
な
し
の
未
来

ー
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

が
人
口
減
少
の
危
機
を
救
う
ー
』

講
師　

石
阪
督
規
氏
（
東
京
未

来
大
学
教
授
）、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

石
阪
督
規
氏
、
泉
弘
恵
氏
、
西

田
遙
氏
、
堀
内
伸
浩
氏

※
申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
県
県
民
生
活
・

男
女
参
画
課
（
☎
0
5
5

−

2
2
3

−

1
3
5
8
）　　

や
ま
な
し
男
（
ひ
と
）
と

女
（
ひ
と
）
と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

狩
猟
免
許
試
験
の
お
知
ら
せ

母
子
父
子
家
庭
と
寡
婦
の

社
会
見
学
事
業
参
加
者
募
集

プレイルーム開催時間変更

《今月の俳句・短歌・川柳》

桜脱ぎ　
月見ヶ池の　衣替え

（巌地区　羽田英貴さん）

天からの　虹のリボンを
ほどいたら　夏の秒針
今脈を打つ　

（巌地区　佐々木信一さん）

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送で企画課までお送
りください。

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（ 6 2 ）3 1 1 1
総 務 課（ 6 2 ）3 1 1 7
企 画 課（ 6 2 ）3 1 1 8
秋 山 支 所（ 5 6 ）2 1 1 1
税 務 課（ 6 2 ）3 1 1 3
市 民 課（ 6 2 ）3 1 1 2
生 活 環 境 課（ 6 2 ）3 1 1 4
福 祉 課（ 6 2 ）3 1 1 5
長 寿 健 康 課（ 6 2 ）4 1 3 3
経 済 課（ 6 2 ）3 1 1 9
建 設 課（ 6 2 ）3 1 2 3
都 市 計 画 課（ 6 2 ）3 1 9 1
会 計 課（ 6 2 ）3 1 1 6
議 会 事 務 局（ 6 2 ）3 3 4 4
学 校 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 8
社 会 教 育 課（ 6 2 ）3 4 0 9
保健センター（ 6 2 ）4 1 3 4
地域包括支援センター（ 6 2 ）3 1 2 8
消 防 本 部（ 6 2 ）4 1 1 1

お掛け間違いのないように
お願いします。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

巌こども園子育て支援センターが行
うプレイルームの開催時間が次のとお
り変更となりました。ご利用の際は、
お間違いのないようにお越しください。
★プレイルームとは、0 歳〜就学前の

お子さんを持つ親子がつどい、交流
することができる場です。

【 変更内容 】
受　　付　午前 9 時〜
午前の部　午前 9 時〜午後 0 時 30 分
昼食時間　午前 11 時 30 分〜午後 0 時 30 分
午後の部　午後２時 30 分〜午後 4 時
※子育てに関する相談は、午前８時 30 分

〜午後４時 30 分まで受け付けています。
【問い合わせ】　巌こども園子育て支援セ

ンター（☎ 62–6201）

　羽置の里びりゅう館で

認知症予防カフェ『かいこや』開催
認知症予防カフェ「かいこや」は、認知症の方やそ

の家族、家に閉じこもりがちになる高齢者のみなさん
が、のんびり集える交流の場です。これは、認知症の
ケアやその予防などを目的に開催するものです。認知
症ケアや介護予防の相談などができるコーナーも設置
します。お友達同士でお茶を飲みながらおしゃべりす
るために来ても構いません。気軽にお越しください。

【開催日】　６月１４日（日）午前 11 時〜午後 4 時　
※ご都合の良い時間にお越しください。今後は月
　１回開催予定です。

【場　所】　羽置の里びりゅう館
【対象者】　西原・棡原地区の認知症の方とそのご
　　　　　家族および地域のみなさん

【内　容】　①帝京科学大学の学生との交流イベント
　　　　　（折り紙・あやとり・おしゃべりなど）、　
　　　　　午前 11 時〜、午後 1 時〜、 午後 2 時〜
　　　　　②専門職による認知症ケア、介護予防な
　　　　　どの相談
※お茶とお菓子を無料で用意しています。

【送　迎】　西原・棡原地区は送迎があります。
・西原地区   飯尾バス停発　午前 11 時 30 分、びりゅう館発		午後4時
・棡原地区			せきもと前発			午前10時30分、びりゅう館発		午後3時
※送迎車両は、7人乗りです。
【費　用】　500 円（昼食代）
【問い合わせ】　NPO法人さいはら（☎ 68-2100）

巌 こども園
子育て支援センター

  お知らせ
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日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

の
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て
お

り
、
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し

て
、
父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と

も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

●
参
加
費　
10
万
円

●
実
施
地
域　
旧
ソ
連
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
洋
上
慰
霊
な
ど
12
地
域

と
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ド

諸
島
の
特
定
地
域

●
申
込
み　
山
梨
県
遺
族
会
（
☎

0
5
5

−

2
5
2

−

7
6

　

6
4
）

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
遺
族
会

（
☎
03

−

3
2
6
1

−

5
5

　
　

2
1
）

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
6
月
1
日
を「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
み
な
さ
ん
に

人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け

る
日
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
6
月
22
日（
月
）
か
ら

28
日（
日
）ま
で
を
全
国
一
斉「
子

ど
も
の
人
権

110
番
」
強
化
週
間
と

し
て
、
午
後
7
時
ま
で
相
談
窓
口

を
延
長
し
て
開
設
し
ま
す
。

《
相
談
窓
口
》

●
子
ど
も
の
人
権

110
番

　
（
☎
0
1
2
0

−

0
0
7

−

1
1
0
）

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
0
5
7
0

−

0
7
0

−

8
1
0
）

●
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

　
（
☎
22

−

0
7
9
9
）

な
お
、市
で
は
、毎
月
2
回
、定

例
人
権
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
６
月
は
、
次
の
日
程
で

特
設
人
権
相
談
日
を
開
設
し
ま

す
。秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時   

6
月
1
日（
月
）
午
前
10

時
～
正
午

●
場
所　
《
1
日
》
市
役
所
1
階
会

議
室
B

●
費
用　
無
料

※
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
☎
62

−

3
1
1
5
）

市
消
防
本
部
お
よ
び
上
野
原
市

危
険
物
安
全
協
会
な
ど
で
は
、「
無

事
故
へ
と　
気
持
ち
集
中　
は
っ

け
よ
い
」
を
推
進
標
語
に
危
険
物

安
全
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
間　
6
月
7
日（
日
）～
13
日

（
土
）

●
内
容　

①
危
険
物
施
設
に
お
け
る
保
安
体

制
の
整
備
促
進

②
危
険
物
に
関
す
る
知
識
の
啓
発

普
及

③
危
険
物
保
安
功
労
者
の
表
彰

※
危
険
物
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　
消
防
総
務
課
予

防
担
当
（
☎
62

−

4
6
7
1
）

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
の
方
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日

（
基
準
日
）に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
順
番

で
先
順
位
の
ご
遺
族
1
名
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者

1 

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
救

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

者
2 

戦
没
者
等
の
子

3 

戦
没
者
等
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計

を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り

ま
す
。

4 

右
記
1
か
ら
3
以
外
の
戦
没

者
等
の
3
親
等
内
の
親
族（
甥
、

姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
5

年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限　
平
成
30
年
4
月
2

日
※
市
で
は
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
9
月
頃

か
ら
各
地
区
で
順
次
実
施
す
る

予
定
で
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ　
福
祉

課
福
祉
総
務
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
第
65
回

を
迎
え
ま
す
。

市
で
は
こ
の
間
に
、
上
野
原
地

区
推
進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

学
校
訪
問
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、

駅
で
の
宣
伝
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
地
域
の
連
携
や

家
族
の
絆
を
深
め
、
お
互
い
に
支

え
合
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
明
る
い
地
域
を
つ
く
る
推
進

機
運
が
定
着
し
て
い
く
こ
と
を
大

き
な
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
総

務
担
当（
☎
62

−

3
1
1
5
）

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
支
給

消防テレホンサービス　☎56-7782

『
危
険
物
安
全
週
間
』
実
施

の
お
知
ら
せ

7
月
は
『
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
』
強
調
月
間
で
す

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集

　市消防本部では、市内で発生する災害情
報などを聞くことができる「消防テレホン
サービス」を始めました。ぜひ、ご利用く
ださい。なお、これまで行っていた「消防
メールマガジン」は終了となります。

※夜間休日の救急医療機関は、山梨県東部消
　防指令センター（☎ 45-0119）にお問い
　合わせください。
※ 119 番は、火災、救急などを通報するた
　めの緊急電話です。問い合わせなどには使
　用できません。

【問い合わせ】　
消防総務課警防救急担当（☎ 62-4112）

消防テレホンサービス
災害情報のお問い合わせ  お知らせ

　島田地区在住の佐竹俊明さんは、
長年、自衛隊准陸尉として防衛や測
量などの業務に携わりました。この
功績が認められ、瑞宝単光章を受章
しました。受章にあたり、「受章で
きたのは、上司や後輩、妻など、多
くのみなさんの支えや協力があった
からこそだと感じています。本当に
感謝しています」と話していました。

佐
さ た け

竹俊
としあき

明さん（島田地区在住）

春の叙勲

全国大会出場権獲得

第 37 回東日本（2 部）軟式野球大会県予選優勝

　4 月 4 日（土）から、緑が丘スポーツ公園野球場で
行われた第 37 回東日本（2 部）軟式野球大会県予選に
おいて、上野原ゼルコウバが優勝を果たしました。ま
た、5 月 22 日（金）から、秋田県で行われた全国大会
にも出場しました。

上野原ゼルコウバのみなさん

瑞宝単光章　防衛功労

　棡原地区在住の圡屋秀比古さんは、
長年、上野原市消防司令長として消
防業務に携わりました。この功績が
認められ、瑞宝単光章を受章しまし
た。受章にあたり、「受章できたのは、
先輩や同僚、家族など、多くのみな
さんの支えや協力があったからこそ
だと感じています。本当に感謝して
います」と話していました。

圡
つ ち や

屋秀
ひ で ひ こ

比古さん（棡原地区在住）

瑞宝単光章 消防功労

　秋山地区在住の杉本正文さんは、
長年、旧秋山村の消防団副団長とし
て消防業務に携わりました。この功
績が認められ、瑞宝単光章を受章し
ました。受章にあたり、「受章でき
たのは、地域のみなさんや家族など
の支え、協力があったからこそだと
感じています。本当に感謝していま
す」と話していました。

杉
す ぎ も と

本正
せ い ぶ ん

文さん（秋山地区在住）

瑞宝単光章 消防功労

第24回危険業務従事者叙勲

輝け、うえのはらの星

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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く
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役
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 サマージャンボ 7 億円
　一等・前後賞合わせて
　7 億円（1 等 5 億円、前後賞各 1 億円）

 サマージャンボミニ
　7 千万円× 110 本（発売総額 330 億円・11 ユニットの場合）

 7 月 8日（水）発売　2015 年市町村振興宝くじ

   発売期間 7 月 8 日（水）〜 7 月 31 日（金）　抽せん日 8 月 11 日（火）
    この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

同時発売

（財）全国市町村振興協会

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム す くすく育て、
うえのはらっ子 	

● 6 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 28 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週火・水・金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

28 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

●『たまひよママのお茶会』
《 コモア 》　代表者　森本（☎ 66-4308）
【日　時】　6月 5日（金）午前 10時〜午後 1時
【場　所】　コモア内一丁目集会所　
《 棡　原 》　代表者　互井（☎ 090-3212-2262）
【日　時】　6月 25日（木）午前 10時〜正午
【場　所】　棡原保育所
《	島　田	》　代表者　佐藤（☎ 63-1519）
【日　時】　6月 26日（金）午前 10時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

藤来

 ※ 1 反頭・清水
竹内・堀田

堀田

岡本・村田
石井

反頭

藤来・
川合・清水

村田

清水
濱・藤来

山﨑

岡本・村田
進藤

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 牧野 杣津 牧野 牧野 牧野
小児心臓外来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常
勤医師交替 長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 大沼（午後のみ） 三井 安藤
整 形 外 科 午前 金沢 中島 戸島 田 須田

眼 科 午前 地場（午後あり） 館野 ※ 3 大野
（予約）

※ 4 大野
（時間短縮）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 山梨大非常勤医師 山梨大非常勤医師

※ 5 泌 尿 器 科 午前 6/9・23 6/6・13・
20

※ 6 婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師

西 原 診 療 所 午後 反頭

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

反頭 古屋 上條

※この案内は、5月22日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院 6月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療センター」
で行っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他病院の小
児科医とともに、センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東部小児初期救
急医療センター☎ 0555-24-9977）

●受付時間は、午前 8 時〜 11 時 30 分です。午後の受診がある場合は、午後 2 時〜 4 時です。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
※ 1　4 月から竹内医師による「睡眠時無呼吸・いびき」の専門外来を始めます。
※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師 6 月 6 日（土）・20 日（土）、阿南医師 6 月 13 日（土）、村石医師 6 月 9 日（火）・
　　　23 日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前 10 時までとなります。また、土曜日は、午前 11 時 30 分までとなります。　
※ 6　婦人科の診療は、4 月から山梨大学の派遣医師による午前のみの診察で、受付時間は、従来どおり午前 10 時 30 分までとなり
　　　ます。派遣医師は、深澤宏子、大木麻喜医師で交代制の予定です。

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 11 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 1 日（月）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 15 日（月）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 18 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

●『子育て支援センター』
【対象者】　就学前の児童と保護者、妊婦、子育て支援　
　　　　			活動を行う方
【日　時】　平日　午前８時30分〜午後4時30分
【場　所】　巌こども園内
【利用料】　無料
※子育て支援センターとは、親子が自由に遊ぶことができ、
親同士の交流や情報の交換、相談などができる場所です。

【	問い合わせ】　子育て支援センター（☎62−6201）

子育てプレイルームをはじめ、

「たまひよママのお茶会」は、親

同士の交流や情報交換の場として

ご利用ください。

長く使えるエコなヤザキの商品
（− 30℃から 100℃まで対応）
安心・安全なプラスチックで
食品メーカーでも使用されています。

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

やっぱり ポリバケツは「ヤザキ」

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

【日　時】　6月3日（水）、17日（水）午前 9時〜正午、
　　		　　	　6月10日（水）、24日（水）　午前 9時〜午後 3時
【場　所】　もみじホール2階会議室2
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
※詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎
62-3115）

広報うえのはら有料広告募集
市では、「広報うえのはら」のくらしのガイド下段に有料広告

を掲載しています。他の広告媒体に比べて費用対効果の高い広
告媒体です。みなさんの会社やお店の宣伝にご利用ください。

なお、広報うえのはらに掲載する掲載規格は、左の広告の大
きさが 1 枠となります。（一枠　縦 45.5㎜、横 85㎜）

詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

ジョーロもあります
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巌
地
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井
上
隆
治
（
久
雄
）

島
田
地
区

梶
原
正
子
（
春
彦
）、
安
藤
政
雄

（
政
司
）、
安
井
清
司
（
幸
子
）

上
野
原
地
区

尾
形
ふ
み
子
（
壽
春
）、
長
田
チ
カ
子

（
繁
）、
坂
本
清
行
（
武
）

棡
原
地
区

吉
村
一
男
（
秀
昭
）、
田
中
幸
雄

（
辰
雄
）

西
原
地
区

津
孝
（
会
津
金
見
）、
武
原
虎
夫

（
佳
作
）、
奈
良
猪
知
志
（
直
久
）、

夘
月
卓
雄
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正
次
）

西
原
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佐
藤
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延
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明
）

巌
地
区

水
野
翔し

ょ
う
た太（
学
）

島
田
地
区

吉
村
咲さ

り里
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功
明
）、
長
田
依い

ち
か歌

（
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）

上
野
原
地
区

上
條
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う
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将
人
）、秋
元
進す

す
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永
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ゅ
ん
す
け
輔
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知
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）、
山
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（
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地
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一
）

巌
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三
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一
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◇
『
天
下　
家
康
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上
・
下
）

　

火
坂
雅
志
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日
本
経
済
新

　
聞
出
版
社

◇
『
あ
ぶ
な
い
叔
父
さ
ん
』

　
麻
耶
雄
嵩
／
著　
新
潮
社　

児
童
書

◆
『
仮
面
の
街
』

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ

ー
／
著		

斎
藤
倫
子
／
訳　
東

京
創
元
社

◆
『
ぼ
ろ
イ
ス
の
ボ
ス
』

　

ダ
イ
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・
ウ
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・
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ョ
ー

ン
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徳
間
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店

絵
本

○
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く
ろ
て
ん
』

　

手
島
圭
三
郎
／
作
・
絵　
絵
本
塾

　
出
版

《
開
館
時
間
》　

●
水
・
金
・
土
・
日　
午
前
9
時

　
30
分
〜
午
後
5
時

●
火
・
木　
午
前
9
時
30
分
〜
午

　
後
7
時

問い合わせ　
市立図書館（☎ 63-5241）

スマイル
ニュース

♯105

婚

姻

《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

耕
作
放
棄
地

昭
和
24
年
9
月
生
ま
れ
で
、
65

歳
に
な
る
原
田
栄
造
さ
ん
。

長
年
勤
め
た
会
社
を
退
職
し
た

後
、
健
康
を
意
識
し
て
始
め
た
畑

仕
事
。
栽
培
方
法
を
考
え
た
り
、
知

ら
な
い
野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
し
た

り
と
向
上
心
を
持
っ
て
続
け
て
き

た
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
も
興
味
を
持
ち
、
使
わ
な
く
な

っ
た
畑
を
利
用
し
て
都
内
の
方
に

農
業
体
験
を
行
わ
せ
る
「
桜
井
フ

ァ
ー
ム
」
の
運
営
に
も
尽
力
し
た
。

原
田
さ
ん
は
、「
都
内
か
ら
一
人

で
も
多
く
、
こ
こ
秋
山
地
区
に
き

て
畑
仕
事
を
し
て
い
っ
て
欲
し
い
」

と
耕
作
放
棄
地
解
消
へ
の
期
待
を

話
し
て
く
れ
た
。
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原
は ら だ

田  栄
え い ぞ う

造
（秋山地区桜井在住）

♯34

さん

問い合わせ　
市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）
（☎ 63-3117）

《 休館のお知らせ 》

6月22日（月）〜30日（火）
まで、蔵書点検のため休
館となります。ご理解ご
協力をお願いいたしま
す。

上
野
原

ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン

Ｑ　
「
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」
て

何
で
す
か
？

Ａ　
国
や
自
治
体
が
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
む
け

て
作
成
し
た
計
画
の
こ
と
で

す
。
上
野
原
市
で
は
平
成
17

年
に
「
上
野
原
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画
（
上
野
原
ス

マ
イ
ル
プ
ラ
ン
）」
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
年

間
の
第
１
次
計
画
期
間
が
終

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、

第
２
次
の
「
上
野
原
ス
マ
イ

ル
プ
ラ
ン
」
が
作
ら
れ
ま
し

た
。

Ｑ　
第
１
次
上
野
原
ス
マ
イ
ル

プ
ラ
ン
の
10
年
間
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
前
進
し
た
の

で
す
か
。

Ａ　
特
に
若
い
世
代
で
は
、「
男

女
の
役
割
の
固
定
的
な
考

え
」
が
薄
れ
、
男
性
も
家
事

や
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。

Ｑ　
ど
ん
な
課
題
が
残
っ
て
い

ま
す
か
。

Ａ　

地
域
や
職
場
な
ど
で
は
、

ま
だ
ま
だ
、
男
女
の
格
差
が

残
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
や

町
内
会
の
役
員
が
男
性
中
心

に
な
っ
て
い
た
り
、
職
場
で

の
女
性
幹
部
の
割
合
が
少
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

このコーナーは、市内で頑張っている人、輝いている人
を紹介するコーナーです。このような方が身近にいまし
たら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）
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上野原地区　池田  結
ゆ の

望 ちゃん 　（3 歳 0 か月）
　　　　　　  　  航

わ く

望 くん   　（0 歳 6 か月）
大輔さん、幸子さんの長女・長男

“毎日楽しませてくれてありがとう。
これからも二人で元気に仲良くね”

巌地区　三橋  亮
りょうた

太 くん　  　（5 歳 11 か月）
　　　　　　  侑

ゆ い

依 ちゃん  　（1 歳 1 か月）
智さん、和子さんの長男・長女

“そっくりな兄妹。いつまでも仲良くね。”

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

（
　
）は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、
死
亡

の
場
合
は
届
出
人
【
敬
称
略
　
順
不
同
】

＝
4
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
子ども映画会 おはなし会 リンデンドーム朗読館

タイトル名 「青いとり」 「イタチとみずがみさま」
ほか

「帽子を買いに」
増田れい子/作　ほか

開 催 日 6月 13日（土） 6月 20日（土） 6月 21日（日）

時 　 間 午前10時〜10時25分
午後2時〜2時25分 午後 2時 30分〜 午後 2時〜

そ の 他 協力：たんぽぽ会 協力：上野原朗読の会

よ
ん
で

　
よ
ん
で
!!

新
た
な

ス
タ
ー
ト
！
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